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平成２７年度ユネスコスクール年次報告書 

 

報告期間：平成２７年４月～平成２８年３月 

 

 

 １．学校概要  

 

学校名      奈良市立富雄北幼稚園      

  種 別 ■保育園・幼稚園  □小学校     □小中一貫教育 

      □中学校      □中高一貫教育  □高等学校  

      □教員養成     □技術/職業教育 

      □特別支援学校   □その他（         ） 

  所在地 〒６３１－００７４  

        奈良県奈良市三松一丁目５－６       

  E-mail   kg-tomiokita@city.nara.lg.jp       

  Website                       

  児童生徒数  男子  31名   女子  29名  合計  60名 

        児童・生徒の年齢 4歳～ 6歳 

 

 ２．実施活動（複数選択可） 

 

  □ 地球規模の問題に対する国連システムの理解 

 ■ 国際理解 

 ■ 世界遺産 

□ 平和・人権 

■ 環境 

□ 気候変動  

□ 生物多様性 

□ エネルギー 

□ 防災 

■ 食育 

□ 伝統文化 

□ そのほか（         ） 
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 ３．活動内容  

 

（１）はじめに 

    幼稚園における就学前教育としての遊びを通して行う活動の中に、持

続可能な社会を形成する担い手を育てることを目指し、毎年、持続発展

教育を念頭においた、「国際理解」「世界遺産学習」「環境教育」「食育」

に年間通して取り組んできています。また日々の活動と共に、本年度は

アシストプロジェクトを活用させていただき、世界遺産学習に重点をお

いて活動を行いました。 

 

（２）１年間の主な活動内容 

    ① 「国際理解」：日本の伝統文化に触れることから世界の文化に気付く 

   ・「剣道教室」を３回実施 （６月・９月・１０月） 

     竹刀を持って、剣道の礼儀や挨拶を知る中で、けじめをつけること、

心を落ち着かせることなどに気付く機会になっています。年長５歳児

になると、姿勢を正し、話を聞く態度が身に付きました。「礼に始まり、

礼に終わる」ことで日本の文化を知ることもできています。 

 

   ・「茶道教室」年３回 （５月・１１月・１月） 

     初夏・秋・初釜（親子茶道）と季節に応

じた環境を整えることで、春夏秋冬のある

日本を知り、茶道の作法の中から相手を気

遣い、互いに心を寄せ合うことに気付けて

きています。 

 

② 「世界遺産学習」：菜種油の奉納 （１１月２５日） 

様々な活動の中で、感動体験を深める

ことを考え、世界遺産学習における「大

好き奈良」として、自分たちが生活して

いる「奈良」を大好きになってもらいた

いと考えました。 

 

・「菜の花の種を蒔く」→「菜の花を刈り取る」 

→「菜の花の乾燥を行う」→「菜種油絞り」 

→「菜種油で灯がともる」ことを経験したことで、子どもたちと「この

菜種油の明かりを、大仏殿にいる大仏さまにも届けたい。」と話し合い

ました。 

 

・また、世界遺産カルタや絵本「ならの大仏

さま」での保育活動を通して、どうして大

仏さまは作られたのかを知り、大好きな奈

良に大仏さまがなぜおられるのかと考える

きっかけになりました。 
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・奈良国立博物館の方に『どうして大仏さまは

作られたか』について聞き、聖武天皇さまの

大仏への思い、大仏さまは多くの人たちの力

で作ることができたこと、大仏さまは二度も

焼かれたこと、大仏さまの鼻の穴は６つある

ことなどを聞きました。 

 

・子どもたちは大仏殿での菜種油の奉納を行う

ことで、大仏さまをより身近に感じ、大仏さ

まがどうしてできたのかが、少し理解できた

のではないかと思われます。それは、奉納後

の活動の中で、大仏さまや大仏殿への興味・

関心が深まった様子にも見られました。 

 

③ 「環境教育」：森林の役割 （１２月１６日） 

・森林（植物）の役割と呼吸や地球温暖化の仕組

み・木材の流通などを、組み合わせた話を聞い

て、森林の大切さを学ぶことができました。木

材は、様々な種類の木を触ったり、木々の匂い

を嗅いだりしました。 

（実施団体：NPO法人宙塾にお願いして） 

 

 

④ 「食育」：栽培活動・しっかり食べて元気に遊ぼう 

・「小麦の栽培」種まき・麦踏み・収穫 （５月・６月・１１月・１月） 

      ５月に小麦の収穫をしました。６月には

その小麦を石臼で挽いて粉をつくり、ホッ

トケーキを作って誕生会で食べました。 

また１１月に小麦の種を蒔き、１月には

麦踏みもしました。また、来年度に向けて

植物は循環していることを知りました。 

 

   ・「夏野菜・冬野菜 等」苗植え・水やり・収穫 （６月・１２月） 

  いろいろな夏野菜（キュウリ・ピーマン・とうもろこし等）を植え、 

毎日世話をして、できた野菜を食べました。

１２月には収穫した野菜の大根やサツマイ

モ等は収穫パーティーとして、みんなで豊

作を祝って食べることができました。また、

カレーやさつま汁の他の食材は近くのスー

パーへ５歳児が買い物に行き、自分たちで

必要な食材を買う経験もしました。 

 

   ・「米」田植え・収穫 （７月・１１月） 

年長５歳児は、各自で苗を植え、年少４歳児はクラスで田んぼを作

り、米を育てました。収穫した米はビンやボールを使って精米してか

ら炊き、おにぎりを作って、お昼のお弁当としました。 
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（３）今年度のまとめ 

     国際理解のきっかけとして、まず日本の伝統文化を知ろうとする中で、

剣道教室や茶道教室から、自らの体を操り、教室で活動を取り組むこと

で、今は何をなすべきかをわかって動けるような子どもたちになってき

ています。挨拶や礼儀、自分の体で経験して得たものがあるように思わ

れます。次にはそれを自ら発信できるような子どもたちになってほしい

と思います。 

子どもたちは、自分たちで作った菜種油を大仏殿に届けることで、大

仏さまの役に立っていることを喜び、より親しみを持つことになりまし

た。また、国立博物館やお坊さまにお話を聞くことで、奈良にある大仏

さまが長い間大事にされていることを知り、自分たちも同じように大切

にしていこうと思うきっかけになったといえます。この菜種油の奉納は

世界遺産に親しみ、大仏さまとのつながりを感じられる活動になったの

ではないかと考えます。 

環境教育については、実施団体の方からお話を伺うことが主でしたが、

自分たちでも森林の役割と同じように、何かを始めていかなければいけ

ないのではと感じていたようです。 

食育は、日々の保育活動そのもので、身近にある環境を生かして実践

できているからこそ、野菜を育て、収穫し、食べるところまで行うこと

で、植物の循環や環境について知ったり、社会とのつながりも少し気付

いてきたりしたのではないかと思います。 

来年度も、続けてきている実践をもう少し深まるようにし、さまざま

な体験を通して、自ら考え、自分でやろうと思う子どもを目指していき

たいと思います。 
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（２）活動時間について（下記から選択して下さい。） 

 

■ 通常の授業時間を使用（総合的な学習の時間を含む） 

□ 時間外活動の時間を使用 

□ ユネスコクラブの活動として実施 

□ その他（                           ） 

 

 


